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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日14：00～防災点検がある。
・本日17：20～18：20電子カルテの院内発表会実施。参加可能者は参加すること。
・7/19（水）八戸短期大学の実習生の実習予定
・7/20（木）春の健康診断集団指導があり勤務調整をしている為、各自確認すること。
・7/21（金）東北厚生局の適時調査がある。記録等のチェックをしっかりと行うこと。

・7/27（木）・7/28（金）医療機能評価がある。7/28（金）青陽館を視察に来る可能性があるため、質問に対して答えられるよう、各自、理解不十分な事は管理者へ確認すること。

＜利用者様情報＞

デイケア
・繁名　和恵　様～本人から架電があり、朝から下痢があると話しており、少し遅れて参加すると話しているが、改善しないとのことでデイケアを欠席している。世話人からも同内容での情報提供があり、本日は欠席している。
・森田　清助　様～来所時、血圧65/41mmHg、脈拍84回/分となっており、再検でも89/56mmHg、脈拍82回/分と血圧低値が見られている。不調などの訴えなく、ふらつきなく歩行できているが、以前しゃがんでいる状態から立ち上がり、転倒することがあった為、血圧の数値やデイケアでの過ごし方に注意していく。
・関　秀治　様　～来所時本人より「世話人から処方薬を飲んだ後の薬包を持ち帰ってくるように言われたので、持ち帰ります」との話がある。問題なく処方できている状態である為、今後も様子観察をしていく。

デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘から情報提供があり、右足の爪が剥がれたとのことで、境皮膚科を受診しているとのこと。1週間様子を見ていくとのことで、デイナイトケア来所時に様子観察を行なっていく。
・倉橋　生子　様～自分からスタッフへ食事の準備を手伝えないと話しているが、その後自分から食事の準備をしているとのこと。食事の手伝いをしようとする際には、無理をさせないよう対応していくこととする。また、青風荘より、夜間の睡眠の不安定さについて不安感を訴えていたとの情報提供がある為、今後も本人の言動に注意し、不安を解消しながら落ち着いて過ごすことが出来るように関わっていく。
・岩城　敏夫　様～眩暈の訴えが継続して聞かれているが、自分なりに対処しているとのこと。引き続き本人の言動に注意しながら関わっていく。
・馬渡　武光　様～冷蔵庫内の氷を素手で取ることがあり、スタッフが介入している。注意しても同行為は変わらず見られている為、引き続き様子観察を行ないながら介入していく。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～デイケア利用者（駒木洋士様）から仕事中に電話が掛かってきたりしており、自分なりに対処しているが、疲れてしまうと話している。電話の内容は些細な物であり、遊びに行かないかと誘われることがあるとのことだが、多くは断っているとのこと。自分の体調を守る為に相手に迷惑であることを伝えることや、対応に困る際にはすぐスタッフに相談して欲しいことを伝えると、「わかった」と話している。
＜外来情報＞
・庭田　美紀子様～変わりはなく穏やかであり、睡眠も摂れ、食事は細いが摂れているとのこと。

・川崎　広幸　様～睡眠は摂れ、ご飯も自分で作って食べているとのこと。自宅では草取りをして過ごしており、仕事はまだ返事ないと話している。

・下妻　康貴　様～花屋の仕事は、暑くて大変であると話している。デイケア利用者（駒木洋士様）からの連絡はまだ、頻回であるようで、困ってしまうことがあると話している。

・浅坂　政美　様～最近、寝付きが悪くなることがあるとのことで、薬剤調整を実施している。

・佐羽内　裕亮様～デイケアは続ける事が出来ている。気分の大きな変化はなく、下肢のムズムズ感もなく過ごしているとのこと。

・浜辺　信明　様～幻聴は2割ぐらいあるとのこと。外出も行けており、外出後も落ちついて過ごせていると話している。

・大下　良悦　様～お金のやりくりは出来ている様子。当番の際に頑張りすぎる傾向があるようで、周りが心配していることを指摘すると「大丈夫だけどなー」と話している。

・小野寺　ノリ様～咀嚼に時間がかかることがあるようで、そのまま続くようであれば、食事形態も考えるようアドバイスされている。

・吉田　富秋　様～他者とトラブルになることはないようで、落ち着いて生活をすることは出来ていると話している。

・袴田　淑子　様～姉様とは仲良く出来ていると話している。精神症状も大きな変化はなく過ごしている様子。

・山田　隆雄　様～時々、大声をあげる事があるようだが、幻覚はないとのこと。周りに対する過敏性が強くなっていく際は、薬剤調整を行っていくこととする。

・上川原　豊　様～飲酒はしていないと話している。義歯の調整はうまくいっていると話している。
